
 

 

完成 

「DO!」：男女共同参画社会実現のために、職員一人ひとりが考え、そこから一歩進んで「実行する」ことを願って名付けました。 
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３月８日は、国連が定める国際女性デーです。 

国際婦人年に当たる 1975 年に女性の権利向上や差別撤廃

を目指して定められました。 

この日は、国や民族、言語、文化、経済、政治の壁を越え

て多くの記念行事が行われます。イタリアではこの日、この

時期に咲く「ミモザ」を日頃の感謝の意味を込めて女性に贈

る習慣があるそうです。 

※推進方針全文は、キャビネット及び市ＨＰに掲載しています。 

１ 基本的な取組方針 
 社会の多様化が進む中、誰もが安心して、自分らしく暮らせる八潮市であるためには、年齢、

性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認の違い等といった多様性を受け入れ活かす「ダイ

バーシティ社会」の推進に取り組んで行く必要があります。 

 そのため、八潮市では「共生・協働」「安全・安心」を基本理念に掲げた「第 5次八潮市総合計

画」を推進するにあたり、ダイバーシティの考え方を積極的に取り入れることとします。 

具体的には、各行政分野別に策定する個別計画において、ダイバーシティの考え方を取り入れ

て推進します。 

◇共生・協働のための理解を深めます。 

共生と協働によるまちづくりを推進していくため、多様性を認め受け入れ活かすことができる

ダイバーシティ社会についての理解を深めます。 

◇安全・安心による交流、連携を図ります。 

 安全で安心した暮らしを構築していくため、人と人との交流や連携を図るとともに、ダイバー

シティ社会の実現に向けた情報発信や情報共有に努めます。 

◇多様な人材の活躍を推進します。 

年齢・性別・国籍・障がいの有無、性的指向や性自認の違いなどに捉われない、すべての人が

活躍できる社会を推進します。 


